
まずは、校内のGIGA推進担当者がチャットの便利さを実感

【取組内容④】「校務の徹底的な効率化や対話的・協働的な職員会議・教員研修」

川崎市立南河原中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-２

職員間での情報共有の効率化を図る取組

これまでも、職員室等では職員同士の情報交換がよく行われていた。しかし、今年度に入って
校内のGIGA推進担当者がチャットの良さを実感したことをきっかけに、業務でのチャット活用
が職員間で広まり、打ち合わせの前に資料共有が行われるなど、情報共有がより効率化した。

GIGA端末導入時から職員室等で職員同士が直接情報共有を行うことができていたため、チャットの必要性が職員間
であまり高まらなかった。しかし、便利さを実感した後は、チャットを活用した情報共有が積極的に行われた。

【令和４年度 先生方への聞き取りから】

・最初は保守的な先生が多かったが、管理職の「失敗して

もいいよ」という後押しがあったおかげで気楽に考える

ことができ、アイディアが次々と生まれるようになった。

・とにかくやってみる、分からなければ聞くということを

繰り返してきた。

・直接聞いた方が早いため、あえて職員間で使い方研修や

チャットでの共有はしていない。

令和５年度 教育委員会事務局とチャットで情報共有を開始

令和４年度までの職員間の情報共有について 職員会議でチャットの使い方を研修

チャットを活用した職員間での情報共有の例

７月の職員会議でチャットの使い方を先生どうしで研修

チャットの便利さを実感した校内のGIGA推進担当者が、

職員に使い方の研修を行い、その便利さを共有した。

研修後はチャットで資

料を共有したり、情報

共有を行うようになり、

打合わせ時間の短縮や

急な予定の変更にも、

円滑に対応することが

できるようになった。


